



























































































































































































































































・U − Q を生かした学級経営
・グループエンカウンターを用いた LHR
・U − Q を用いた事例検討会
































































６　問題行動　　　　 　　　　　８回　   　　　　　　　 7.8％　
７　学級経営　　　     　　　　  ７回　　   　　　　　 　6.9％　
８　友人関係　　　　   　　　　 ３回　　　     　　　　  2.9％
９　教育相談の現状と課題　　 　２回　　     　　　　　  1.9％















































 ・ A さんからの友達との関わりや、進路希望等に関す
る聞き取りを実施した。また、それに基づき進路に
向けての勉強の仕方をアドバイスした。
 ・ クラス編成を検討し、A さんが落ち着いて授業等に
参加できる環境作りを行った。
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属教育実践総合センター研究紀要 （８）.17-36.
12） 栃木県高等学校教育研究会学校教育相談部会（1999 ～ 2018）学校教育相談部会
会報 . 第３号～ 22 号 .
（山形県立米沢女子短期大学教授）
今後は、高等学校における特別支援教育推進の加速化に向けて、学校長
のリーダーシップのもと、各校に在籍する障害により学習や生活で困難を
抱えている生徒に今後とも目を向け、当該生徒が十分な教育を受けられる
ようにするために実効性のある校内体制や指導の在り方等を検討し、実践
していく必要がある。
その際、スクールカウンセラーのような臨床心理の専門家、児童精神科
医や小児科医のような生徒に主として関係する医療関係の専門家、福祉機
関等の福祉に関する専門家、法律問題に対応するための司法関係の専門家
等のバックアップと日頃からの連携が望まれる。
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